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男子学生に お け る立位姿勢 の 評価 と顎顔面形態 との 関連
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キ
ー

ワ
ー

ド　姿勢，姿勢角、ク ラ ス ター
分析，顎顔面形態

　男 子 学生 ID3名 に つ い て 立位規 格写真か ら姿勢 を評価

し，これ と頭部X 線規格写真の 分析か ら顎顔面 形 態 との

関連 を 検討 した．

　 1，姿 勢角 の 相 関 か ら，正面 姿勢の 体軸 は 肩や 骨盤 が

下 が っ た 方 向に 傾斜 し，側面姿勢 の 頸部 ， 背面， 体 軸 は

同方向 に 傾斜 して い た，

　 2．姿 勢角 の ク ラ ス タ
ー分 析で 姿勢 を分類 し た．正 面

姿勢 の A 群 は良姿勢，B 群 は 頭蓋 と骨盤が左 下が りで 肩

が 右下 が り，C 群 は 頭蓋，肩，骨盤 が 右 下 が りで 体軸 も

右 に 傾 き，D 群 は 頭 蓋 が 右 下 が り で 骨 盤 が 左下 が り で

あ っ た．側 面姿 勢 の E 群 は平 均 的 な姿 勢，F 群 は頭蓋 が

下 向 きで 頸 部 と体 軸が 前傾 し，G 群 は 頭 蓋 が上 向 きで 頸

部，背 面，体軸が 前傾 し，H 群 は 頭 蓋 が 上 向 きで あ っ た．

　 3 ．正 面 姿 勢 と の 関 連 で は，頬骨 ，咬 合 平面，上 顎 歯

槽基底 は頭 蓋 あ る い は 肩 と逆 方 向，前下顎角 は骨盤 と同

方 向に 傾斜 し，前下顎 角，頬 骨 は 頭蓋 あ る い は肩 が 下 が っ

た 側 に偏位 して い た，しか し，良姿 勢の A 群 で は オ トガ

イ が左 方へ 偏位 し て い た．

　 4 ．側 面 姿勢に お け る頭蓋 の 上 向 き，頸 部，背面，体

軸 の 前傾 は，下顎骨長 ， 下顎 骨体長，下 垂 体 窩 舌骨 間距

離 前頭蓋 底長 の 短 小，下顎 枝 後 縁 の直立，冂 蓋平面角，

下顎 下 縁平 面 角，下顎 角の 開大，オ トガ イ の 後
’
ド方位 と

関連が あ っ た、姿勢群 の G群 で は 下顎骨体 長 の 短小，頭

蓋底角，下顎 下 縁 平面 角，下顎 角の開大，オ トガ イ の 後

方 位 が あ り，H 群で は下顎枝後縁 の 直立 とオ トガ イ の 後

方位が み られ た．

　 5 ．以 上 か ら，頭蓋 の．ヒ向 きや頸 部，背面，体軸の 前

傾 と顎 顔 面形 態 と の 関連が 示 唆 さ れ た．

　　　　　　　　 （日矯歯誌　54 （1＞：3ア〜51、1995）

Evaluation　of 　standing 　Posture　and

　 its　relation　to　the 　maxillofacial

　 morphology 　in　male 　students

　To 　illvestigate　the 　 relationsh ｛p 　 between　 standillg

posture　and 　the　maxil1Qfacial 　morphology ，　standard −

ized　pictures 　 and 　roentgenographic 　 cephalograms

were 　analyzed 　in　 1 3　 male 　 students ．　 Subjects　 were

classified 　into　four　groups 　bo出 in　frontal（A 　to　D ）and

lateral（E　to　 H ） views 　by　 the　 cluster 　 analysis 　 of

postural 　angleS ．

　 In　frontal　view ，　zygomatic 　plane ，　occlusal 　plane　and

maxmary 　 basal　 plane 　 were 　 tilted　in　 the 　 opposite

direction　to　that　of 　head 　or 　shoulder ，　antegonial 　plane

was 　tilted　in　the　 same 　 direction　 to　 that　 of 　pelvis．

Antegonion 　 aDd 　 zygoma 　 were 　 shifted 　 to　 the　 same

direction　that　head 　or　shoulder 　was 　tilted．　But　menton

was 　shjfted　to　the　left　in　group 　A 　which 　showed 　good

posture．

　 In　lateral　 view ，　 upward 　 rotatiQn 　 of 　head　and 　for−

ward 　tilting　of　neck ，　back　and 　body　axis 　correlated 　to

smallmandibular 　length，　the　distance　from 　hyoid　bone

to　seIla 　trucica 　and 　anterior 　cranial 　base　length，1arge

manbibular 　 ramus 　 angle ，　 palatal　 plane　 angle ，　 man −

dibular　plane　angle 　and 　gonial 　 angle ，　 and 　postero
−

inferior　position　of 　pogonion ．　Furthermore ，　group 　G ，

in　which 　head　was 　rotated 　upward 　and 　neck ，back　and

body　 axis 　 were 　 tilted　forward，　 showed 　 small 　 man −

dibular　length，　large　cranial 　base　angle ，　mandibular

Plane 　angle 　and 　gonial 　 angle ，　 and 　postero−inferior

position 　 of　 pogonion ．　Group 　 H ，　 in　 which 　head　 was

rotated 　upward ，　 showed 　large　 mandibular 　 ramus

angle 　and 　postero
−inferior　position　of 　pogonion・
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38 　　日矯歯誌　54（1）： 37〜51，1995

　［twas 　suggested 　that　upward 　r〔，tation　of 　head　and 　　　relatc 　to　the　max 日k）fac｛al　lnorph 〔｝1〔コgy ．
forward　lilting（，f　the　rlcck ，　back　and 　b 〔｝dy　axisnlight 　　　　　　　　　　（J．　Jpn．　Orthod，　Soc．54 （1）　：37 〜51 ，ユ995 ）

緒 言 1 ．被検者 と方法

　 咀 嚼 や 呼吸 な ど の 口 腔 の 機能 は 顎骨 や 顔面形態 の 成

長 に影響 を 及 ぼ す が ，Bjδrkn に よれ ば，頭蓋 の 傾斜 も

下顎 の 成長方向 と関 わ りが あ る と され て い る．So10w
ら

2）、Cole3〕も．頭蓋 や 頸椎 の 傾斜 は顎顔面形態 と関連

が あ る と報告 して い る．

　咀嚼筋，前頸筋，側頸筋は，頭 蓋 ，下顎骨，舌骨 ，

胸骨 上 肢帯 と と もに ひ と っ の 機能単位 を構成 し て い

る．さ ら に こ れ らの 筋 は，背筋 や 後頸筋 と 協調 し て 全

身 の 姿勢 と も関連 す る と され て い る
41
．

　Darnells〕
は，顎関節症患者 に は不 良 姿 勢 が 多 く，頸

部や胸 背 部 の 筋 に も疼痛 を 伴 う こ と が あ る こ とか ら，

顎 機能 と全 身 の 姿 勢 との 関連 を指摘 し て い る ．し か し

姿勢 と 顎顔面形態 に つ い て は，頭 蓋 あ る い は 頸椎 の 傾

斜 との 関連 が 報告 さ れ て い る の み で ，全身 の 姿 勢 と の

関 連 は ほ と ん ど検討 さ れ て い な い ．

　 そ こ で 全身 の 姿勢と顎顔面形態 との 関連 を検討す る

た め，若 い 成 人 男子 の 立 位姿勢 を評価し，身体各部 の

姿勢 と全身 の 姿勢 と の 関わ り，お よ び そ れ ら と顎 顔面

形態 と の 関連 を調査 し た，

予 備 実 験

立位姿勢 の 動揺 と 日 間変動 の 大 き さ を 調 べ る た め

に ，予備実験 を行 っ た，

　 ユ．被検者

　被検者 と し て ，運動機能障害 や 著 し い 姿勢 異 常 の な

い 鹿児島大学 歯学部 の 男子 学生 7 名を選 ん だ．調 査 時

の 年齢 は 24〜25 歳，平均 24．1歳 で あ っ た．

　 2．調査方法

　　 1）姿勢 の 評 価

　　 （ユ） 立 位規格写真 の 撮影

　被 検者 の 立 位姿勢 を正 面 お よ び 右側面 か ら規格撮影

し た．正 面 か ら の 撮 影 で は 前額面 か ら，ま た 右側面 か

ら の 撮影 で は 正 中矢状而 か ら，い ず れ も 380cm の 距

離 で ，床 か ら 90cm の 高 さ に カ メ ラ （RB67 　Pro　S
，
マ

ミ ヤ カ メ ラ ）を水平 に 設置 し た．背景 に はペ ーパ ーバ ッ

ク シ ート （ハ ーレ ー社製 ，
ブ ル ー

） を 用 い ，被検者 の

横 に 天井 か ら錘 を吊 し て 写 真 上 に垂線を記録 した．

　被検者 は 裸足 で 着衣 は 下着 の み と し，外果点 （外果

よ り 2cm 前方 の 点 ） と胸骨 上 点 （左右 の 鎖骨内側上

縁 の 中点〉 に 径 81nm の 黒 シ ール を 貼付 し，第 7 頸椎

点 （第 7 頸椎棘突起 の 皮膚上 の 点〉 に側方 か ら確認 で

き る 8x6 〔｝mm の 青 シ
ール を 水平 に 貼付 し た．被検者

に は，踵 を接 して つ ま先 を左 右同 じ程度 に 開 き， E肢
は体側 に 自然 に 接 した 立位姿勢 を と らせ た．立位姿勢

の 平衡保持 に は 視覚 が 関 わ る と され て い る
6〕

の で，前

方 5m の 目の 高さ に 径 3Cln の 黒 シ
ー

ル を貼 っ て 水平

注視 を と ら せ ，深呼吸 を 2 回 さ せ て 撮影 し た．撮影 は，

音や 視刺激 が 少 な く快適 な 室温 （24℃ ） の 部 屋 で ，午

正 　 面 側 　面

図 1− a 　 立位規格写真
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5

正 面 姿勢

　 a ：外眼角平面

　 b ：肩峰平面

　 c ：腸 骨 稜平 面

　 d ：正 面 体軸

1 ：外眼角傾斜角（Fex ）

2 ：肩峰傾 斜角 （Fa）

3 ：肩 峰 外眼 角角（Fa −ex ）

4 ：腸骨稜傾斜角（Fic）
5 ：正 面体 軸傾斜 角 （Fba ）

d ・
垂線o

1 …
． a

．・　．．．．胴巳幽■■■．，．．幽，・幽． ■．．

3 … 水平線

2　 ．．．．．＿ 父r．■■■■■■■■ ．．■■■■■■

…

…
…

b

…

…
： C
．

4　
…’… … ■．．呷■■ 　 巳「

…

；
i
…

．．．．．．呷，

角（Fex ）

i5

…
（Fa）

角（Fa −ex ）

角（Fic）
斜 角 （Fba ）

蓋 平 面

部平 面

面

面体軸

蓋 回転角（Scr）

部傾斜角（Scer）

部頭 蓋 角 （Scer−cr ）

面傾 斜 角 （Sback ）

面体軸傾斜角（Sba）

図 1−b　基準線 と 姿勢角

後 4 時 か ら 6 時ま で の 問 に 行 っ た ．

　姿勢 の 動揺 を調 べ る た め に ，各被検者 に つ い て 正 面

お よ び 右側面 の 立位規格写真 を 6秒間 に 10枚撮影 し

た ．ま た 姿勢角 の 口 間変動 を調 べ る た め に ，約 3 週間

の 間隔 で 合計 3 回撮影 した．

　　（2）基準線の 設定 と姿勢角の 計測

　立 位規格写真 は 特 四 っ 切 りサ イ ズ （20．3× 30．5cm ，

実寸の 約 1／6倍） に 引き伸 ば し，以下 の 基準線を設定

し て 姿勢角を計測 した 〔図 1）．
　 A ．基準線

　 a ．正 面姿勢 の 基準線

　外眼角平面 ；左 右 の 外眼角 を 結 ぶ 平面．

　肩峰平面 ：左右 の 肩峰 を結ぶ 平面．

　腸骨稜平面 ：左右 の 腸骨稜点 を結 ぶ 平面．腸骨稜点

は ， 写真．ヒで 陰影 と して 現 れ る腸骨稜 上 縁 の 最外側点

を と っ た ．

　正 面体軸 ：胸骨上点 と踵点を結 ぶ 線．

　 b ．側面姿勢の 基準線

　頭蓋平面 ：外眼 角 と外耳道点を結ぶ 平面．外耳道点

は 写真上 の 外耳道最上縁点 を とっ た．

　頸部平面 ：第 7 頸椎点 と外耳道点 を結 ぶ 平面 ．

　背面 ；第 7頸椎点 と腰椎前弯最陥凹点 を結 ぶ 平面．

　側面体軸 ：外耳道点 と 外 果 点 を 結ぶ 線 ．

　 B ．姿勢角

　 a ．正 面姿勢角

　 外眼 角傾斜角 ；外眼角平面 と 水平線 の 交角．

　肩峰傾斜角 ： 肩 峰平 面 と水 平 線 の 交角．

　肩峰外眼角角 ：肩峰平 面 と外 眼角平 面 の 交角．

　腸骨稜傾斜角 ：腸骨稜平面 と 水平線 の 交角．

　 正 面体軸傾斜角 ：正 面体軸 と垂線 の 交角，体軸 の 右

方傾斜は ＋，左方傾斜は一で表し た．

　なお，正面体軸傾斜角以 外の 4角度 に つ い て は，左

下 が りは ＋，右下 が りは一
で 表 した．

　 b ．側面姿勢角

　頭蓋 回転角 ：頭蓋平面 と垂線の 交角．

　頸部傾斜角 ：頸部平面 と垂線 の 交角．

　頸部頭蓋 角 ：頸部平面 と頭 蓋 平面 の 交角．

　背面傾斜角 ：背面 と垂線の 交角．背 面 の 前方傾斜

は ＋ ，後方傾斜 は
一

で 表 した．

　側面体軸傾斜角 ：側面体軸 と垂 線 の 交角．体軸 の 前

方傾斜は ＋ ，後方傾斜は
一

で 表した．

　 なお ，頭蓋が 側方 へ 傾斜 して い る と，頸部傾斜角，

頸部頭 蓋 角，側面体軸傾斜 角 は 左右 の 側面 で 異 な る 値

と な る，そ こ で 表 1 に 示 す 式 を用 い て ，正 中矢状面 で

の傾斜 に補 正 した．

　　 （3）姿勢 の 動揺 と 姿勢角 の 日間変動 の 調査

　 A ，姿勢 の 動揺

　正 面 お よ び右側 面 か ら 6秒 間 に 10枚撮 影 した 立位
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

40　　日矯歯誌　54（1）：37〜51，1995

表 1　側 面姿勢 角 の 補正 式

頸 部傾斜角 ・騨 軈 ・ ・ 補正 一AT
含≦。駅 課 δ8黔 ）｝

　　　　　　　　　　 ATAN ｛a × SIN（x ）× SIN （z ）｝
側 面 体軸傾斜角の 補正 ＝
　　　　　　　　　　　　 c − a × SIN （x ）× COS （z ）

a ：外 眼 角幅の 1／2　　　　　　　 x ：外 眼 角傾斜角 （Fex ）

b ：外 耳道 点 と 第 7頸 椎 点 の 距 離 　 y ：頸部 傾 斜 角 （Scer）
c ： 外耳道点 と外果点 の 距離　　　 z ：側面体軸傾斜角 （Sba）
た だ し頭蓋 の 傾斜が 左下 が りの 場合 は ＋．右下 が りの 場合 は

一
で 表す．

表 2　体 軸傾 斟角 の 動揺 の 範囲

　　　　　 正 面 体軸傾 斜 角 Fba
被検者
　　　　最大値　　最小値　　範囲

　 側 面体 軸 傾 斜 角 Sba

最大値　　最小値　　範囲

ABCDEFG

黝

0．70
，21

，10

，30
．50
．51
．6

0．30
．00

．80

．00

．00
．00
．9

0．40
．20

．30
．30
，50
，5G
，70

．4ユ

3．61
，64

．83

．73

．53
．62
．6

2．91
．04
．43
．43

，23
．11
，9

0．70
．60
．40
．30

．30
．50
．70

．50

6秒 間 に撮 影 し た 10枚 の 立 位 規格 写 真 に よる，単位 ：
’

規格写真 を用 い て，体軸傾斜角の最大値と最小値か ら

それ ぞれ の 動揺 の 範囲 を求 め た．

　 B ．姿勢角 の 日間変動

　正 面 お よ び右側面 か ら約 3週 の間隔 で 撮影 し た 3枚

の 立位規格写真 を用 い て ，各姿勢角の 最大値 と最小値

か ら そ れ ぞ れ の 変動 の 範囲 を求 め た．

皿 ，結果 と小括

　 L 姿勢の 動揺範囲

　正面 お よ び側面体軸傾斜角 の 動揺 の範囲を表 2 に示

し た ．正 面体軸 の 動揺 の 範囲 は 平均 0．41
°
，側面体軸 で

は 0．50
°
で ，最大 で もそ れ ぞ れ O．70

”
で あ っ た．

　動 揺 の 範 囲 は い ず れ も 1，ぴ未 満 で あ っ た こ とか ら，

姿 勢角 の 計測 に お い て 姿勢 の 動揺 の 影響 は 考慮 す る必

要 が な い と判断 し た．

　 2．姿 勢角 の 日間変 動 の 範 囲

　正 面 お よ び側 面 姿勢角 の 日間変動 の 範囲 を表 3 に 示

し た ．正 面 姿 勢 角 の 変 動 の 範 囲 は 平 均 0，40
°
か ら

O．96
’
，側面姿勢角 で は 0．47

°
か ら 1．39

°
で ， 範囲 の 最大

は そ れ ぞ れ 1．8
’
と 2．4eで あ っ た．

　 そ こ で 以下 の 本実験 で は，約 3週 の 間隔で 立位規格

写真を合計 3 回撮影 し，計測 し た 各姿勢角 の 平均値 を

用 い る こ と と し た．

本　実　験

1．被検者 と方法

　 1．被検者

　被検者と して，運動機能障害 や著し い 姿勢異常の な

い 鹿児島大学歯学部 の 男子学生 103 名 を選んだ．調査

時 の 年齢 は 22〜39 歳 平均 26．3歳 で あ っ た．

　 2 ．調査方法

　 1 ）姿勢 の評価

　予備実験 と 同 じ 方法 で ，正 面 お よ び 右側面 か ら立 位

姿勢 の 規格写真を撮影 し，姿勢角を計測し た．

　　 （1）姿勢角 の相 関分 析

　姿勢角の 相互関係 を調 べ る た め に ，全 て の 組合 せ に

つ い て ピア ソ ン の 積率相関係数 を求 め た．た だ し正 面

姿 勢角 と側 面 姿 勢角 と の 相 関 に つ い て は，方向性 を外

す た め に 絶対値 を用 い た ．

　　 （2）姿勢 の 分類

　全 身の 姿勢を分類 す る た め，姿勢角を用 い て ク ラ ス

ター分析 を行 っ た ．分析 に は ，重心法 で データ 間の 相

似性 を求め て 階層的 に ク ラ ス タ
ー

を形成 す る手法
7’8）

を用 い た，た だ し，正 面姿勢 の 肩峰外眼角角は外眼角

傾斜角 と肩 峰傾斜角の 差 で あ り，側面姿勢 の 頸部頭蓋

角 は頸部傾斜角 と頭蓋 回転角 の 和 で あ る．そ こ で 変数

の 内容 の 重複を避け る た め ， 肩峰外眼角角と頸部頭蓋

角を除 い て 分析 し た．

　分類 した姿勢群 の 特徴 を評価す る ため，各群 の 姿勢
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表 3 姿勢角の 日間 変動の 範囲

　　　　外眼角傾斜角　 肩峰傾 斜 角
被検者
　 　 　 　 　 Fex　 　　 　　 Fa

肩 峰 外 眼角 角　腸 骨稜 傾 斜角　 正 面 体 軸 傾 斜 角

　 Fa −ex 　　　　　　Fic　　　　　　　 Fba

ABCDEFG

物

1．21
．20
．ユ

0．ユ
0．80
．80

．70
．70

1．40
，91
，70

．61
，40

．30
．40

．96

0．50
．41
．80
．70
．71

．10
．50

．81

0．40
．10
．60
．60
．4L30

．60
．57

0．30
．30

．30
．40
．60

．50
．40
．40

　 　 　 　 頭 蓋 回転 角　 頸部 傾 斜 角
被検者
　 　 　 　 　 　 Scr　 　 　 　 　 Scer

頸部 頭 蓋 角　　背 面傾斜角　 側面体軸傾斜 角

Scer−cr 　　　　　Sback　　　　　　　 Sba

ABCDEFG

殉

1．40
．90
．72

．41
．30
．72

．31
．39

1 ．lD

．6D
．70

．21

．20
．80
．80

，77

O．40

．70
．02
．40

．20

．21
，70

．80

0，81

，00
，81
，00
．7

  ．71
．10

．87

0．50
．60

．40
．80
．20

．2D

．60
．47

約 3週 間 ご と に 撮 影 した 3枚 の 立位 規 格 写 真 に よ る 姿勢角の 最 大 値 と最小 値の 差

単位 ∵

Br

Eu Eu

S

図 2　頭部 X 線規格写真の 計測点

角の ばらつ き を分散分析 に よ っ て検定 した．有意なば

らつ きが あ っ た 姿勢角 に つ い て ，各群 の 平均値 の 大 き

さ を t 検定 に よ っ て比 較 し た．

　 2 ）姿勢 と顎顔面形 態 の 関連

　　 （1）頭部 X 線規格写真 の 撮影 と計測

　顎顔面形態の 分析の た め に ， フ ラ ン ク フ ル ト平面 を

水平 に し て 正貌 お よ び側貌 の 頭部 X 線規格写真 を撮影

した．

　透写図 を 作成 し，飯塚 ら
9），Jarabaki°〕，　 Rickettsii｝，

永井 ら
12 ）

に 準 じて 基準点を設定 した （図 2）．二 次元座

標読 み取 り装置 （MYPAD −A3，ロ ジ テ ッ ク 社） を用 い

て 基 準点 の XY 座標 値 を パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ータ

（PC −286　L ，　EPSON 社〉に 取 り込 み ， 表 4 に 示 す 45項

目 を計測 した．た だ し項 目 1〜 5 で は，右方へ の傾斜

と偏位 は ＋ ，左方 へ の 傾斜 と偏位 は一
で 表 し た，

　　 （2）姿勢角 と顎顔面形態 の 相関分析

　姿勢と顎顔面形態の関連 を 調べ る た め に，姿勢角 と

頭部 X 線規格写真 の計測値 に つ い て ピア ソ ン の 積率相
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表 4　頭部 X 線規格 写真の 計測 項 目

正 　貌

　 L 頬骨傾斜角 ：Z．．Z
’
toZAZA ’

　 2．上 顎 歯槽 基 底傾 斜 角 ：Z−Z
’
toJ ．J’

　 3．咬合 平 面 傾 斜角 lZ −Z’to6 −6’

　 4．前下 顎 角 傾 斜角 ：Z−Z’to　AG −AG ’

　 5．オ トガ イの 側方偏位 ；ME −ME ’

　 6．頭 蓋 最 大 幅 ：Eu −Eu ’

　 7．両眼 窩 幅 ：00 −OO 「

　 8．　目艮窩間巾語　：IO−IO
’

　 9．頬骨 幅 ；ZA −ZA
’

　 10．鼻 腔 幅 ；NC −NC
’

　 11．．ヒ顎 歯槽基 底 幅 ：JJ’

　 12、前
一
ド顎 角幅 ：AG −AG ’

　13．頬 骨 幅左 右 比 ： （ZA −MS ／ ZA
’
MS ）× 100

　 14．上 顎 歯 槽基 底 幅 左 右比 ：（J−MS ／ J’−MS ）× 100

　15．前 下 顎 角幅左 右比 ： （AG −MS ／AG ’−MS ）× 100

側　貌

　 16，頭 蓋 長 ：N −L

　 17，頭 蓋 底 長 ：N −Ba

　 l8，前頭蓋底長 ：N −S
　 l9，後 頭 蓋底長 ：S−Ba

　 20，上 顎 骨長 ：A
’−Ptm ’

　 21，下 顎 骨長 ：Cd −G1〕

　22，下
．顎 骨体長 ：Go−Me

23． ド垂体 窩舌 骨 問距 離 ：SH

24．頸 椎舌骨間距離 ；C3　H

25．頭蓋高 ：Ba 　Br
°

26．前顔 面高 ：NMe

27．前 中顔 面 高 ：NANS

28、前下顔面高 ；ANS 　Me

29．後顔面高 ：S−Go
30，眼 窩 高 ：Or −SOr

31．
一
ド顎枝高 ：Cd −Go

32，顔面高比 ：（N −Me ／S−Go）xl 〔〕〔｝

33，頭 蓋 底角 ：N ．．SBa
34，大 後頭 孔 傾 斜 角 ：SN 　to　Ba −Op

35，SN フ ラ ン ク フ ル ト平面角 ：SN 　to　Fll

36．SN 口 蓋平面角 ：SN 　to　ANS 　PNS

37．SN
一
ド顎下 縁 平 面 角 ：SN 　to　Me −Go

38．SN 下 顎枝
．
後 縁 平 面 角 ：SN 　tQ　Rls−Go

39．口蓋 下顎下縁平面角 ：ANS −PNS 　to　Me −Go
41j．　 Y 軸角 ：FHtoS −Gn
41．下 顎 角 ：Me −Go −Ar

42．SNA

43．SNB
44．ANB

45．SN −P 〔，g

た だ し，MS は Z−Z’に葺…直で CG を 通 る正 中矢状 面．　 Go は 下顎 下 縁 平 面 と下 顎枝 後縁平 面 の 交点，
単位 　1〜4 お よ び 33〜45 ：

「
、5 〜12 お よび 16〜31 ： mm ．13〜15 お よ び 32 ：％

関 係 数 を 求 め た．た だ し，正 面姿勢角 と頭部 X 線規格

写真の 計測項 目 6〜12お よび 16〜45 との 分析，な ら

び に 側面姿勢角 と 項 目 1〜 5 との 分析 に つ い て は．傾

斜 の 方向性 を除 くた め に 絶対値 を 用 い た．ま た 項 目

13〜15 は，右側 の 幅 が 大 き い と 100％ を越 え，逆 の 場

合 は 10D％ よ り小 さ い 値 と な る の で，側面 姿勢角と の

分析 で は 100％ と の 差を用 い た．

　　 （3）姿勢群 の 顎顔面形態 の 比較

　頭部 X 線規格写真の 計測値 に つ い て ．姿勢群間の ば

らつ きを分散分析 に よ っ て検定 し た．有意 な ば らつ き

が あ っ た項 目 に つ い て ，各群 の 平均値 の 大 き さ を t 検

定に よ っ て 比較 した．

　以上 の 統計処理 は，鹿児島大学情報処理 セ ン ター
の

大型計算機 （ES ／3090−18S，　 IBM 社） に 内蔵 の SAS

（Statistical　Analysis　System）プ ロ グ ラ ム
13 ）

を用 い て

行 っ た．

II．結 果

　 1 ．姿勢 の 評価

　 1 ） 姿 勢角 の 相互 関係

　表 5 と表 6 に ，姿 勢 角 の 大 き さ と相関係数 を示 し た．
た だ し，正面姿勢と側面 姿勢 の 項 目間 に は有意 な相関

が な か っ た た め ，表 か ら 省略 し た．

　 正 面姿勢 で は，外眼角傾斜角，肩峰傾斜角，腸骨稜

傾斜角 に は有意 な相関が な く，頭蓋 ，肩，骨盤 の 傾斜

に は相互 に関連 が な か っ た．しか し肩峰傾斜角と腸骨

稜傾斜 角 は正 面体軸傾斜角 と有意な負 の相関があ り，

体軸は 肩や 骨盤が 下が っ た 方向 に 傾斜 して い た，

　側面姿勢 で は，頭蓋 回 転角は 頸 部傾斜角，背面傾斜

角 と有意 な 相関が な く，頭蓋 の 回 転 は 頸部 や 背面 の 傾

斜と関連が な か っ た．しか し，頸部傾斜角，背面傾斜

角，側面体軸傾斜 角 に は有意 な 正 の相関が あ り，頸部，

背面，体軸 は 同方向 に傾斜 し て い た．

　 2）姿勢群 の 特徴

　 ク ラ ス ター分 析 に よ る 正 面 お よ び側面姿勢 の 樹形図

を図 3 に 示 した．階層的 に 形成 され た ク ラ ス ター
の 距

離 とメ ン バ ー
数 を考慮 し て ，正 面姿勢で は A 〜D の 4

群 に，側面 姿勢で は E 〜H の 4 群 に 分類 し た．

　　 （1） 正 面 姿勢群

　表 7 に ，正 面姿勢群 に お け る姿勢角の ば ら つ き と大

き さ を示 し た．分散 比 （F 値） よ り，い ずれ の 姿勢角

に も群 間 で 有意 な ば ら つ きが あ っ た．

　各群 の 姿勢角 を比較す る と
，
A 群で は す べ て げに 近

く，頭 蓋 ，肩，骨盤 は ほ ぼ水平 で 体軸 は 直 立 し て い た ．

　 B 群 で は ，
A 群 に 比 べ て 外眼角傾斜角 と腸骨稜傾斜

角 は 大 き く，肩峰傾斜角は小 さ く ， 頭蓋 と骨盤 は左 下

が り，肩 は 右下 が りで あ っ た．ま た 肩峰外 眼 角角 も大

き く，肩 に 対 して 頭蓋 は左下 が りで あっ た．しか し正

面体軸傾斜角 は 0
り
に 近 く，体軸は直立 し て い た．
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表 5 姿勢角の 大きさ

言卜1貝叮丿頁口 最 大 値 　最 小 値 範 囲 平 均 S．D ．

正面姿勢

　 外 眼 角 傾 斜 角

　 肩 1峰 傾 斜 　角

　肩 峰外 瞑 角 角

　腸 骨 稜 傾 斜 角

　 正 面体 紬 傾 斜 角

側 面 姿 勢

　頭 蓋 回 転 角

　頸 部 傾 斜 角

　 頸 部 頭 蓋 角

　背 面 傾 斜 角

　側面体軸傾斜角

FexFaFa

　 exFicFba

ScrS
　cerScer

−crSbackSba

　 5．37

　3 ，63
− 6．83
　’t．10
　 1．60

117．8243
．15153
．52

　 7．87
　 4．23

一5．03 　　 1〔［．40　　　
− 0．58

− 5 ．14　　　8．77　　　
− 0．79

　 7．23　　　14．06　　　　　0．20
− 2，8ア　　　　6．97　　　

− 0．08
− 1，13　　　　2．73　　　　　0．23

91．47　　　26．36　　　103．47
19．07 　　 24．08　　　 31．D8

119 ，17　　 34，35　　　134．65
− 3．1し，　　　10 ．97　　　　　1 ．82
− 0．67　　　　4．90　　　　　1．91

1．901
．712

．431
、32D
．56

4．584
．555
．882
．L9

（）．92

単位 ：　
．．t

表 6 姿勢角の 相 関係数

正 面姿 勢 Fex Fa Fa −ex FicFba

外 眼 角 傾斜 角 Fex

肩 峰 傾 斜 角 Fa

肩 峰 外 眼 角角 Fa −
ex

腸 骨稜 傾斜 角 Fic

正 面 体軸傾斜角　Fba

　 1．ooe
　 O．096
　 0 ．714 ’＊

− 1）．028
− O．045

　 1．ooo
− 0 ．628t ’　　　 1．〔］00

　 0．102　　　　　〔｝．〔］94
− 0．210e　　　 〔，．112

1．OUf〕
0．．重66林

　 1．〔｝0〔，

側 面 姿 勢 Scr Scer　　　 Scer−cr 　　　 Sback 　　　Sba

　

　

『

跏

溜

謐

角

角

角

角

角

転

斜

蓋

斜

歟

　

　

　

　

ず

同

傾

頭

傾

軸

蓋

部

部

磊

頭

頸

頸

背

側

　 1．（）（）〔1
　 〔｝．u｛｝7
　 0 ．288 榊

一
〇．175

　 〔〕．〔［69
＊

：P ＜ 0．05，絆

　P ＜ D．01

1．OUDO
．646’・　　　1．000

0．358‡ ＊

　　　〔L636 ホ＊

0．439木 ホ

　　　〔［．282
＊＊

1．0〔1）OO
．565

＊＊
　　1．000

A 群

C群 D 群

B 群

凧肖

；
…ー

ー

ー
目ー

一 L 」 一 一 」

図 3− a 　 ク ラ ス タ
ー分 析に よ る 正 面姿勢の 樹形図
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H群

L＿＿一 一 」 L −一一一＿＿ 、＿＿＿＿＿＿＿」 L一

　　　　　　　 図 3−b　 ク ラス ター分 析 に よ る側 面 姿勢の 樹 形 図

表 7　正 面姿勢群 に お ける 姿勢角の ば ら つ きと大 きさ

F 値
A 群

37名

B 群

7 名

C 群

26名

D 群

33名 A ：BA ：C
差の 有意性

A ：DB ：CB ：DC ：D

外眼角傾斜角 51．2P ＊0．61± 0．863 ．02± L25 一1．77± 1．62 一1．74± 1，16 ‡　　率 掌　　寧 寧　　掌 牟　　串 擧　　掌 n．S．

Fex

肩 峰傾 斜 角 9．32榊 0．00± 1．51 一1，53± 1．82 一1．99± 1．57 一〇．56± 1，48 ＊　　索 零　　癖 n．S． n．S． n．S． ‡　　＊

Fa

肩峰外眼角角 16．55＊＊0．61± 1．544 ，55± 1．8  0．22± 2．31 一1，19± 2，26 零　　累 n ．S． 宰　　累 堪　　窯 ＊　　客 掌

Fa−ex

腸滑稜傾斜角 ユ8．74 糧 一
〇．18±1．070 ，57± 0．43 一1．24± 1，24O ，81± 1，01 零　　露 鵬　　鵯 掌　　宰 ＊　　曝 n．S． 寧　　寧

Fic

正面体軸傾斜角 10，06 林 D．23 士 0 ．490 ．09 ± 0 ．530 ．64士 0 ．47 一〇．07 ± 0 ，52n ．S． 掌　　寧 寧 孝　　率 r〕，S， 率　　串

Fba

単位 ：
v

，’
：p ＜ 0．05，’ ＊

：p く 0、Ol，　 n ．s．：not 　significant

　 C 群 で は，A 群 に 比 べ て 外眼角傾斜角，肩峰傾斜角，

腸骨稜傾斜角は有意 に 小 さ く，正 面体軸傾斜角は有意

に 大 き く，頭蓋 肩，骨盤 は右下が りで 体軸 は右方 へ

傾斜 し て い た ．

　D 群で は，A 群 に 比 べ て 外眼角傾斜角は小 さ く，腸

骨 稜 傾 斜 角 は大 き く，頭 蓋 は右 下 が り，骨 盤 は左 下 が

りで あっ た ．また 肩峰外眼角角 も小 さ く，肩 に 対 し て

頭 蓋 は右下 が りで あ っ た．しか し正 面体軸傾斜角 は ぴ

に 近 く，体 軸 は直 立 し て い た．

　正面姿勢群 の 特徴を ま と め て，表 8 に 示 し た．

　　 （2）側面姿勢群

　表 9 に ， 側面姿勢群 に お け る姿勢角 の ば らっ き と大

き さ を 示 し た ．分散比 （F 値） よ り，い ず れ の姿勢角

に も群間で 有意なばらつ きが あ っ た．

　各群 の 姿勢角を比較す る と，E 群 で は い ずれ の 姿勢

角 も全体の 平均値 （表 5 ） よ D は や や 小 さ い が， 4 群

の 中で は平 均的 な 姿勢 と解釈さ れ た．

　 F 群 で は，E 群 に 比 べ て 頭蓋 回 転角 は小 さ く，頸部

傾斜角と側面体軸傾斜角は 大 き くT 頭 蓋 は 下向きで 頸

部 と体 軸 は前 傾 して い た．

　 G 群 で は，E 群 に 比 べ て い ずれ の 姿勢角 も大 き く，

頭蓋 は 上 向 きで 頸部，背面，体軸 は 前傾 し て い た．

　 H 群 で は ， E 群 に 比 べ て 頭蓋 回 転角 と頸部頭 蓋 角 は

有意 に大 き く，垂線な ら び に頸部に対 して 頭蓋 は 上向

き で あ っ た．た だ し，背面傾斜角 と側面体軸傾斜角 は

ほ ぼ 平均的 で あ っ た．

　側面 姿勢群の特徴を ま とめ て，表 10 に示 し た．

　 2．姿勢 と顎顔面形態 の 関連
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表 8　正 面姿勢群の 特徴

A 群 B群 C 群 D 群

頭 蓋 の 傾 斜

肩　 の　 傾 　斜

肩 に 対 す る

　　頭 蓋 の 傾 斜

骨 盤 の 傾 斜

正 面 体軸 の 傾 斜

水　平

水 　平

水 　平

水　平

直　 立

左 下 が り

右下が り

左 下 が り

左
一
ドが り

直　立

右下 が り

右 下 が り

水 　 平

右下が り

右 へ 傾斜

右 下 が り

水 　 平

右下が り

左 下 が り

直 　．立

特徴 水 平 的 な 姿勢

e

T

頭 蓋 と骨盤 が 左 下 が り

肩が 右
一
ドが り

弄

頭蓋，肩，骨 盤 が

　　　　　　　　 頭 蓋 が 右
．
ドが り

右下 が り
　 　 　 　 　 　 　 　 骨 盤 が 左下 が り
体軸 が右 へ 傾斜

♀
て

0
＋

表 9 側面 姿勢群 に おけ る姿 勢 角 の ば らつ き と大 きさ

F値
E 群

34名

F群

19名

G 群

28名

H 群

22名 E ：FE ：G
差 の 有 意 性

E ；HF ：GF ：IIG ：II

頭蓋 同転 角 77．63 ＊ ＊ lO1．94±2．4597 ．55士 2 ．54104 ．94± 2．56109 ，06± 2，61 ＊　　率 寧　　＊ 黙　　累 串　　累 牟　 　＊ 窄　 　ネ

Scr

頸部傾斜角 48．90＊‡ 28．13± 3．0034 ．19± 2．6835 ．33十 3．3927 ．53± 2．35 ‡　　＊ ＊　　 ホ n．s， n ，S． ＊　　潔 ＊　　＊
Scer

頸部 頭 蓋 角 36．39” 130．16土 3．75131 ．82 ± 4．87140 ．38＝ 4．25136 ．72士3．78n ．　s．
　Scer−cr

背 面 傾 斜 角　 5．ユ2’＊　 O．92士 1．95
　 Sback

側面体軸傾斜角　 4．41”　　1．59ナ 0．77
　 Sba

1．86± 2．50

2．10 ＝ O．88

3，06± 2，13　　　1．59±2．20　11．s．

2．34±0．87　　　1．70＝ 1，02　　　＊

黙　　串　　　　　 ホ　　 零　　　　　‡　　＊　　　　　宰　　＊

＊　串　　 11．s．　　 n ．　s．　　 n ．　s．　　　 ＊

掌 　 ＊ 　　 n．S．　 n．　S．　 n ，　S．　 　 ‡

単位 ：
’
，
’

：p く 0，05，＊＊ p く Q．01，n．　s．：nDt 　significant

　表 1ユ に，頭部 X 線規格 写 真 の 計測値 を示 し た ．

　 1）正 面姿勢 と顎顔面形態の 関連

　　（1）正 面姿勢角 と頭部 X 線規格写真 の 計測 値 の 相

　　　　 関

　頭部 X 線規格写真 の 計 測 項 目の う ち ，正 面姿勢角 と

有意 な 相関 が あ っ た 項目の 相関係 数 を 表 12に 示 した．

　頬骨 傾 斜 角 ，咬 合 平 面傾斜角，お よ び 前 下 顎 角幅左

右比 は 外眼 角傾斜角 と有意 な 負の 相関 が あ り，頬骨 お

よ び 咬 合平面 は頭蓋 と 逆方向 に 傾斜 し ， 前下顎角 は頭

蓋 が 下 が っ た 側 に 偏 位 して い た ．

　上顎歯槽基底傾斜角お よ び 頬骨幅左右比 は 肩峰傾斜

角 と有意 な負 の 相関 が あ り，上 顎歯槽基底は 肩 と逆方

向に 傾斜 し，頬骨 は 肩 の 下 が っ た 側 に 偏位 して い た．

　前下顎角傾斜角は腸骨稜傾斜角 と有意な正 の相関 が

あ り，前下顎角 は 骨盤 と同方向に 傾斜 し て い た．

　しか し，肩峰外眼角角ある い は 正 面 体軸 傾 斜角 と有

意な相関 を 示 した 項 目は な か っ た．

　　   正 面 姿 勢群 の 顎 顔面形態 の 比較

　頭部 X 線規格写真 の 計 測 項 目の うち，正 面姿勢群 の

群間 で 有意 な ば ら っ きが あ っ た の は，オ トガ イ の 側方

偏 位 の み で あ っ た （表 13）．A 群 の 平均値
一1．42　mm は

B
， C 群よ り有意 に 小 さ く，オ トガ イ は左 方へ 偏位 し

て い た ．

　 2）側面姿勢 と 顎顔面形態 の 関連

　　（1）側面姿勢角 と頭部 X 線規格写真 の 計測値 の 相

　　　　関

　頭部 X 線規格写真 の 計測項 目の う ち ， 側面姿勢角と

有意な 相関が あ っ た 項目の 相関係数を表 14に 示 した．

　頭蓋回転角は 下顎 骨長 ， 下顎骨体長，SNB ，　SN −Pog
と有 意な負 の 相 関 が あ り，ま た SN 下 顎 枝後縁平面

角， Y 軸角，　ANB と有意 な正 の 相関があ り、頭蓋 が 上

向 き で あ る と下顎 骨 は短 く，下顎枝後縁 は直立 し，オ

トガ イ は 後方位あ る い は下方位 に あ っ た．

　頸部傾斜角 は下顎骨体長，下垂体窩舌骨間距離と有
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表 10　側面姿勢群 の 特 徴

E 群 F 群 G 群 H 群

頭 蓋 の 回 転

頸 部 の 傾 斜

頸 部 に 対す る

　 　 頭蓋 の 回 転

背 面 の 傾 斜

側面体軸 の 傾斜

下向 き

前 　 傾

前　 傾

上 向 き

前　傾

上 向 き

前 　傾

前 　傾

、ヒ向 き

上 向 き

特徴
平 均 的 な 姿勢

o
頭蓋が 下向 き　　　頭 蓋 が 上 向 き

頸部 と体軸 が前傾 　頸部，背面．体軸 が前傾

f f
頭 蓋が 上 向き

f
表 11 頭 部 X 線規格写真 の 計測値

計 測 項 目 平均 ± S．D ． 計測 項 目 平均土 S．D ，

正 　貌 23．下 垂 体 窩舌骨 間距離 ：S−H 120．8工± 7．64

L 頬 骨傾斜角 ：Z−Zt 〔〕 ZA −ZA ’ 一〇．98 士 8．8624 ．頸 椎 舌 骨 問距 離 ：C3 −H 42．33± 3．95

2．ヒ顎 歯槽 基 底 傾 斜 角 ：Z−ZtoJ −J’ 一1．08士 8．9425 ．頭 蓋 高 ：Ba　Br 159．D6± 5 ．31

3．咬合 半 面 傾 斜 角 ：Z−ZF　to　6−6’ 一1，37± 8．9226 、前顔面高 ：N −Me 136．38＝ 5．78

4．前下顎角傾斜角 ：Z−ZF　to　AG −AG
’一1．17± 8．9427 ．前 中顔 面 高 ：NANS 6e，89± 3．04

5．オ トガ イ の 側方 偏位 ：ME −MK 一
〇．67± 2．3628 ．前下 顔 面 高 ：ANS −Me 77．42± 5．38

6．頭 蓋 最 大 幅 ：Eu　 Eu’ 167．17± 6．7929 ，後顔面高 ：S−Go 94．31± 6．31

7．両 眼窩 幅 10000
厂 103，44± 4．D330 ．眼 窩 高 ：Or−SOr 41．6〔1± 2．28

8．眼 窩1昌］幅 lIO ．1α 26．95± 2、4131 ．下 顎枝 高 ：Cd −Go 71．00± 5．64

　 9．頬骨 幅 ：ZA −ZA ’

　lO．鼻 腔 幅 ： NC −NC’

　11．上 顎 歯槽基 底幅 ：J−J’

　12．前下 顎 角幅 ：AG −AG
’

　 13．頬 骨 幅左 右 比

　14．　 ヒ顎 歯 槽基 底幅左 右 比

147．90＝ 　5．33　
’

34．21：t 　2．90
71．92±　3．52
97 ，48 ± 　4．19

100，97± 　3．47

99．90士　4．87

234567333333顔面 高比 ； （N −Me ／S−Go）× 100

頭蓋底角 ：N ．S−Ba

大 後頭 孔 傾斜角 ：SN −to　Ba −Op

SN フ ラ ン ク フ ル ト平 面角

SN 口 蓋 平 面 角

SN ド顎下縁平面角

145 ．20 ± 10 、85

129，3  土　5，D9
171，71±　4．76

　 7，25± 　2．77

　 9．00± 　3．50

32．02＝ 　6．79
　 ．64

，41

，73
．69
．54
，39

．77
．38

単位　1〜4 お よ び 33〜451
’
　5 〜12 お よ び ユ6〜31 ：mm ，13〜15 お よ び 32：％

意 な負の相関が あ り T また 下顎角 と有意な正 の 相関 が

あ り，頸部 が 前傾 し て い る と下顎骨体長 と下垂体窩舌

骨問距離 は短 く， 下顎 角は開大 し て い た，

　頸部頭蓋角は下顎骨長，下顎骨体長，SNB
，
　SN −PQ9

と有意な負 の 相関が あ り，ま た SN 口蓋平面角，　SN 下

顎下縁平面角 ， Y 軸角と有意 な 正 の 相関が あ り，頸部

に 対 して 頭蓋が 上向 きで あ る と下顎骨 は 短 く，口 蓋平

面角と下顎下縁平面角 は 開大 し，オ トガ イ は 後方位 あ

る い は 下方位 に あ っ た．

　背面傾斜角は前頭蓋底長 と 有意 な 負 の 相関が あ り，

背面 が前傾 し て い る と前頭 蓋 底長 は 短 か っ た．

　側面体軸傾斜角 は Y 軸角と有意 な 正 の 相関が あ り，

体軸 が前傾 して い る と オ トガ イ は 後方位 あ る い は下 方

位に あ っ た．
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表 12 正 面 姿勢角 と頭部 X 線規格写真の 計測値 との相 関係数

頭部 X 線規格写真の 計 測 項 目
外眼角傾斜角

　 　 Fex
肩峰傾斜角

　 　Fa
肩 峰外 眼 角 角

　 Fa−ex
腸 骨 稜傾斜角 正 面体軸傾斜角

　 　 Fic Fba

頬骨傾斜角 ：ZZtoZA −ZA 厂 一
〇．252離 一

〇．080 一
〇．140 一

〇．036 O．011
上 顎 歯 槽 基底 傾 斜 角 ：z−z’to　J．JF 一

〇，065 一
〇．256 ＊ 寧 0．129 0．031 〔1．136

咬合 平 面傾 斜 角 ：Z−Z厂to　6−6F 一
〔〕．213

牢 一
〔〕．002 一

〇．166 0，119 一｛1．036
前下 顎 角傾斜角 ：Z−Z厂to　AG −AGF 一

〇．181 一
〇．D43 一

〇．112 0，202木 一
〇，148

頬 骨 幅左右 比 ： （ZA
−MSIZALMS ）× 1DO 一

〇．191 一
〇218＊ 一

〇．017 0，050 0，128
前 下 顎 角幅 左 右比 ； （AG −MS ！AG

’MS ）xIQO 一
〇．22ユ＊ 一

〇．172 0．052 D．〔IO6 一
〇．004

木
lp 〈 0．05，

＊＊
：p ＜ 0．01

表 13　正 面姿勢群 に有意なば らつ きがあ っ た頭部 X 線規 格写真の 計測値の 比 較

F 値
A 群　　　　B 群　　　 C 群 　　　　D 群　　　　　　　　差 の 有意 性

37名 　　　　7名　　　 26名　　　 33名 A ：B　A ：C　A ：D 　B ：C　 B ：1）　C ；D

オ トガ イ の側 方偏位

　 ：ME −ME ’ 2．71審一
ユ．42 ：卜2．12　0，58± 2，29　0．10土 2，25　− 0．42±2．45 ＊ 　　　　 ＊　　　 n．S．　　 n ．　S、　　 n，　S，　　 n．　S．

単位 ： mm ，＊
： p＜0．05，　 n．　s．：　not 　significant

表 14　側面姿勢角 と 頭部 X 線規格 写 真の 計測 値 との 相関係数

頭部 X 線 規格写真の 計測項 目
頭 蓋 回転 角

　 Scr
頸部 傾 斜角

　 Scer
頸 部頭蓋 角

Scer−cr
背面傾斜角

　 Sback
側 面体 軸 傾

　 　 Sba

前 頭蓋 底 長 ：N −S 一
〇．070 一

〇．D68 一
〇．106 一

〇．209＊ 一
〇．］37

下 顎骨 長 lCd −Gn 一
〇．246

累 一
〇．098 一G．274＊零 0．044 一

〇，040
下顎骨体長 ：Go−Me 一

〇．251＊ 一
〇．308淋 一

〇．426
＊＊ 一

〇．065 一
〇．工35一

ド垂 体 窩 舌骨 問距 離 ：S−H 一
〇．012 一

〇．226＊ 一D．172 0．027 一
〇．062

SN 口 蓋 平 面角 ：SN 　to　ANS −PNS 0．101 0．170 O．215零 0，108 D．138
SN 下顎 下縁平 面 角 ：SN 　to　Me 　Go 0．149 0．ユ55 0．225串 一D．oo9 O．095
SN 下顎枝後縁平面 角 ；SN 　to　Rls−Go0 ，224＊ 一

〇．146 0．064 D．031 0．147
Y 軸 角 ；FH 　to　S．Gn

下 顎 角 ：Me −Go ．Ar

SNBANBSN

−Po9

　D．275＊ ＊

一
  ．OO3

・−0．242串

　 0 ．229 尊

一
〇，276＊ 零

　0．12工　　　　　　0，299＊ ＊

　　　　 0．127

　0，224艦　　　　　0，160　　　　　− 0．028
− 0．081　　　　− 0，247

＊
　　　　− 0．047

　0．002　　　　　　0．177　　　　　　0．009

　0．125　　　　
− 0．307＊s

　　　
− 0．041

　0．270
＊串

一
〇．DD6

− 0．123
　 0．102
− 0．146

単位　前頭 蓋 底 長 か ら下 垂 体窩舌 骨 間距 離 ： mm ，　SN 口 蓋 平面 角 か ら SN −Pog 　l
°
，＊：p く 0．05．＊ ’

：p く 0，01

　　 （2）側面姿勢群 の 顎顔 面 形 態 の 比 較

　頭 部 X 線規格写真 の 計測項 目 の う ち ， 側面姿勢群 の

群間 で 有意 な ば らつ きが あ っ た 項 目の 値 を 表 15 に 示

した．

　 E 群 で は，他 の 3 群 に 比 べ て SN 口 蓋平面角 は有意

に 小 さ く，
SN 平面 あ る い は 口 蓋平面 は 比較的水平 に

近 い と考 え ら れ た．また F群 で は ，SN 口蓋平面角が有

意 に 大 きか っ た 他 に は E 群 と有意差 が な く，顎顔面形

態 は ほ ぼ類似 し て い た ．

　 G群 で は，E 群に 比 べ て頭蓋底角，　SN 下顎下縁平面

角，Y 軸角は有意 に 大 き く，下顎骨体長，　 SNA ，　SNB ，
SN −Pog は 有意 に 小 さ か っ た ，ま た，　H 群に比 べ て SN

下顎枝後縁平面角は有意 に 小 さ く，下顎角 は有意 に 大

き か っ た．こ れ らの こ とか ら，G 群 で は下顎骨体長 の

短小，下顎下縁平 面角と下顎角 の 開大，オ トガ イの 後

方位 が み られ た．

　 H 群 で は，他 の 3 群 に 比 べ て SN 下顎枝後縁平面角

は有意 に 大 き く， E 群 に 比 べ て SNA ，　SNB ，　SN −Pog

は有意 に小 さ く，下顎枝後縁 の 直 立 とオ トガ イの 後方

位 が み られた．

　図 4 に ， 側面姿勢群 の 平均値 に よ る プ ロ フ ィ ロ グラ

ム を示 し た．

III．考 察

　 1 ．姿勢 の 評価

　姿勢 は ，重心線 に 対 す る 身体各部 の 相対 的 な 位置関

係 と定義され て い る
14 〕．本研究 で は ．全身 を頭 ，頸 ，胴
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表 15　側面姿勢群に 有意 なば らつ きが あ っ た 頭部 X 線規 格写 真 の 計 測 値 の 比較
「

F 値
E 群

34名

F 群

19名

G 群

28名

H 群

22名 E ：FE ；G
差 の 有 意性

E ；HF ；GF ：HG ：H

．
ド顎 骨体 長 ： 3．51＊ 81．48± 5，5480 ．17士 4．5877 ．05± 4．7  79．OO± 6．85n ．s． 水　　累 n．s． 率　　唯 n ．S． n ．S，

Go　Me

頭 蓋 底角 ：N3 ．12° 127．54±5．24129 ．6〔〕± 5 ．25131 ．38± 5．43129 ．13± 3．20n ，s， 串　　零 11，s． n．s． n，s． n．s．
一S−BaSN
口蓋平面角 4．21＊累 7．36± 3．709 ，54⊥ 3．7110 ．09土 2 ．859 ．71± 3．02 ネ ＊　 　亭 窄 n、s． n．S， n ．S．

SN下顎下縁平 2．74
半

30．75 ＝ 6，〔β 30．26土 6．8534 ．82± 5．2631 ．92± 8，67n ．s． ＊　　寧 n．S． 窪 n．s， n．s．

面角

SN 下顎枝後縁 3 ．78＊ 88．58± 4．4489 ．Ol± 4．4689 ．64± 3，9392 ．51± 5．〔18n ，s， n．s． ホ　　‡ n，S． 寧 零

’
柚 角

Y軸角：FH　to3 ．39
＊

62．17± 3，1361 ．66エ 3．5964 ．26士 3．2964 ．18士 4．60n ，s． 廓 n．S， ＊ n．s， n．S．

SGn

瀕 角 ：M ， G。

．
2，78

・ 122．18± 7．01121 ．26± 6，44125 ．19± 6．19ll9 ．42＋ 10．20n ．S． n ，s． n．s． 零 n ．S． ＊

一ArSNA

3．43 ＊ 83．14± 3，9482 ．29± 2，6680 、61エ 2．8380 ．96土 3．7711 ．S． 宰　　ホ ＊ ＊ n ，s． n．s．

SNB 3．95 ＊ 81．75＝ 4，0581 ．14± 4．8278 ．58士 4．2178 ．87± 3，91n ．S． ＊　 　串 零 n．S． 1ユ．S． n．S．

SN −Po94 ．61木＊ 81．67＝ 3．928Ll6 ± 4，6278 ．24± 4 ，0578 ．78± 4 ，2811 ．s． ネ　　累 ＊ r1．　S． n．s． n．S．

単位　下 顎骨 体 長 ：rnm ，頭蓋 底角か ら SN ．Pog　1
’
，
’

：p ＜ 0．〔L5，
料

：p く O．Ol，　 n．　s．： Ilot　significant

．．．．E群
一 F群

　 　 図 4
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　　　　　　　 側 面 姿 勢群 の 平 均的プ ロ フ ィ ロ グ ラ ム （E 群 と の 重 ね 合わせ ）

横軸お よび縦軸 は S点を通 りフ ラ ン ク フ ル ト平面 に平行お よび垂 直な 直線 を示 す．単位 ；mm

に 分 け，正面 お よ び右側面 の 立 位規格写真 を用 い て ，

正 面姿勢 で は頭蓋 肩，骨盤 お よび体軸 の 側方傾斜 を

計測 し ， 側面姿勢 で は頭蓋 の 上下的な回転 と頸 ， 背面

お よ び体軸 の 前後傾斜を計測 し た．これ らの 姿勢角 の

相互関係 を検討 し，ま た 姿勢角の ク ラ ス タ
ー

分析 に

よ っ て 分類 した 姿勢群 の 特徴 を調べ た．

　 1）姿勢角 の 相互関係

　身体各部 の 姿勢 を 姿勢角で 評価 し た こ れ まで の 報

告
15・］6）

で は，各部の 姿勢 の 相互関係 に つ い て は 触 れ て

い な い ．ま た，姿勢 と顎顔面形態 に 関す る報告 で も，

頸 部 あ る い は 肩 に 対す る 頭 蓋 の 傾斜の み が 検討 さ れ て

き た
2’：1’17’ls ）．本研究に よ れ ば，正面姿勢 の 頭蓋，肩，骨

盤 の 傾斜 に は 有意 な 相関 が な か っ た が，体軸は肩 や 骨

盤 が 下 が っ た 方向 に 傾斜 して い た．ま た 側 面 姿勢で は，

頭蓋 の 回 転 と 頸部 や 背面 の 傾 斜 に は 有意 な 相 関 が な

か っ た が，頸部，背面 ， 体軸 は 同方向 に 傾斜 して い た．

　森
19 ）

に よれ ば，姿勢 に は，頭，頸，胴，体 肢 を つ な ぐ

筋 の 機能 に よ っ て 全身 の バ ラ ン ス を保つ 補償機構 が あ

り，脊柱 の 弯曲が 部分的に 変化 し て も頭 蓋 の 傾斜 は一

定 に 保 た れ る と し て い る．本研究 で 頭蓋 の 傾斜 と 頸

胴，体軸 の 傾斜 に 有意 な 相関が な か っ た の は，こ れ ら

をつ な ぐ筋の 機能 に よ っ て各部の 姿勢 が 補償 さ れ て い

る こ と を 裏付 け る もの と考 え られ る．

　 2）姿勢角 の ク ラ ス タ
ー

分析 に よ る姿勢の分類 と評
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　　　 価

　 理学療法学 や ス ポーツ 医学 ， 整 形外科学 で は，全身

の 姿勢 を良姿勢 と不良姿勢あ る い は病的姿勢に分類 す

る方法 が と ら れ て き た
1‘ 1．

　正 面 の良姿勢で は 脊柱 は 直線的 で ，身体 の 重心線 は

後頭隆起，椎骨棘突起，殿裂，両膝関節内側 の 中心 ，

両内果問 の 中心 を通過す る
2° ）．不良姿勢 に は脊柱 の 側

方弯曲 と椎骨 の 捻転 を伴 う脊柱側弯症 が あ り，骨盤 や

肩，頭蓋 の 側方傾斜を伴う と さ れ て い る
2°）．一方，側面

の 良姿勢 で は 脊柱 は生 理 的 な前 後 弯 曲 を 呈 し，身 体 の

重 心線 は ほ ぼ 外耳道，肩，第
一

腰椎椎体部，大腿 骨 頭，

膝関 節前半部，外果 の 約 2cm 前方 を通過す る
2L 〕．ま

た 不 良姿勢 で は，腰 椎 が 高度 に 前弯 した 凹 背，脊柱 の

弯曲が 少な い 平背，腰椎上部か ら胸椎に か け て高度 に

後 弯 し頭 蓋 が 前方 に あ る 円背，脊柱 の 弯曲が 大 き い 凹

円背 に分類 さ れ て い る
14 ）．

　 し か し，こ の 分類 は視覚的に 行わ れ る た め，主 観的

で ，被検者 の 体型 に よ っ て も影響 を受 け や す い ．そ こ

で 本研究 で は ， 立 位規格写真 で 計測 した姿勢角を用 い

て ク ラ ス ター分析を行い ，全身の 姿勢 を分類 した．ま

た 各群 の 姿勢 の 特徴 は，そ れ ぞ れ の 姿勢角の ば ら っ き

と平均値 の 差 を検定 し て 求 め た （表 7〜1 ）．

　正 面姿勢の A 群で は ， 頭蓋 ，肩，骨盤 が ほ ぼ 水平 で

体軸が直立 し て い た こ とか ら，良姿勢に対 応 す る．
一

方，B 群 とD 群 で は ，頭蓋 肩，骨盤が側方へ 傾斜 し

て い た た め，脊柱側弯症 に 対応す る 可能性 が あ る．C

群 は 頭蓋 肩，骨盤 が右下が りで 体軸 も右 へ 傾 い て い

た た め，不良姿勢 と考 え られ る．

　側面姿勢 の E 群 で は ，い ず れ の 姿勢角 も小 さ く体軸

も直立 して い た こ とか ら，ほ ぼ 良姿勢 に 対応 す る．ま

た G 群 で は，頸部，背 面 ，体軸 が 前傾 し て い た こ とか

ら 円背 に 該当す る．F 群 とH 群 で は頭 蓋 の 上 向 き，下

向 き に 特徴が あ り，上 記 の 分類 に は 該 当 し な い が 不 良

姿勢 と考 え られ る．

　以上 の こ と か ら，姿勢角の ク ラ ス タ ー
分析 に よ っ て

分類 さ れ た 姿勢群 は，こ れ ま で の 全身 の 姿勢 の 分類 と

ほ ぼ対応 す る もの と考 え られ た ．

　 2 ．姿勢と顎 顔面形態の 関連

　 1 ）正面姿勢 と顎顔 面形態 との関連

　 Pirttiniemi ら
17 ），　 Huggare ら

18 ｝
は，脊柱側弯症 や 筋

性斜頸 の 患者に は正 貌 の 非対称 な 者 が 多 く，頭蓋 が 傾

斜 した側 の 下顎骨 は発育 が 劣 り．咬合平面 や前下顎 角

は頭蓋 と逆方向 に 傾斜 して い る と報告 して い る．本研

究 の 姿勢角 と顎 顔面形 態 の 相 関分析 に よ っ て も （表

12），頬骨 お よ び咬合平面 は頭蓋 と逆 方向に 傾斜 し，前

下顎 角 は頭蓋が 下 が っ た側 に偏位 し て い た ，さ ら に 上

顎歯槽基底は 肩 と逆方向 に 傾斜 し，前下顎角 は骨盤 と

同方向 に 傾斜し，頬骨 は 肩 の 下が っ た 側 に 偏位 し て い

た，

　
一

方，正 面姿勢群 の 比較 で は ，頭部 X 線規格写真 の

計測値 に 有意な ば らつ き が 認 め られ た の は，オ トガ イ

の側方偏位 の み で あっ た （表 13），た だ し，オ トガ イ が

偏位 して い た の は 良姿勢 に 対応す る A 群 で あ っ た ，本

研究の 被検者 で は，正 面姿勢 の 不良 の 程度 は 脊柱側弯

症 や 筋性斜頸 の 患者 に 比 べ て 軽度 で あ っ た と考え られ

る．また正貌 に は 咀嚼機能 の 左右差
22 ’2 ＃），神経 や 筋，骨

格 の 先天的，後天的 な 異常
24 ，，頬杖 や 睡眠態癖

25 ｝
も関与

す る とさ れ て い るた め，こ れ らの 局 所的 な 因 子 の 関与

も考 え られ る．

　 2 ）側面姿勢 と顎顔面形態 と の 関連

　 Solow ら
2）

は，頸 椎 に 対 し て 頭 蓋 が一L向 き の 者 で は

前顔 面 高 が 長 く，後 顔 面 高 と頭 蓋 の 前 後 径 は短 く，オ

トガ イ は 後下方位 に あ り，頭蓋底角 と 下顎
’
下縁平面角

は 大 き く，大後頭孔 は 頭蓋底 に 対 し て 後上 方 へ 傾斜 し

て い る と指摘 し て い る，本研究 の 相 関分析 で も （表

14＞，頸部に 対 す る頭蓋 の 上 向き は 下顎骨長 と下 顎 骨体

長 の短小，口蓋平面角 と下顎下縁平面角の 開大，オ ト

ガ イ の 後方位 あ る い は下方位 と関連 が あ り，顔面高 の

長 さ や 頭 蓋底角の 大 き さ，大後頭孔の 傾斜以 外 は 彼 ら

の 報告 と
一

致 して い た．

　 ま た，本研究 で 得 られた 新知見 と して ，背面 と体軸

の 前傾 は そ れ ぞ れ前頭 蓋底長 の 短 小 ， Y 軸角 の 開大 と

関連 が あ り，全身の 姿勢と顎顔面形態 との関連 が 示 唆

さ れた．

　側面姿勢群 の 比較 で は，平均的な姿勢 の E 群 で は，
SN 口 蓋平面 角が 小 さ か っ た 他は 全体 の 平均値 （表

11） と 大差 が なか っ た．また，頭蓋 が 下向 きで 頸部 と

体軸 が 前傾 し た F 群 で は ，SNI1 蓋平面角以 外 に は E

群と有意差が な く（表 15，図 4），両群 の 顎顔面形態 は

ほ ぼ 平 均 的 と考 え られ た，
一

方，頭 蓋 が 上 向 き で 頸 部，

背面，体軸が 前傾 した G 群 で は，下顎骨体長 の 短 小，

下顎下縁平面角 と下顎角 の 開大，オ ト ガ イの 後方位 が

あ り，また 頭蓋 が 上 向 き の H 群 で は，下顎枝後縁 の 直

立 と オ トガ イ の後方位が あ り ， 姿勢角と顎 顔面形態 の

相関分析 の 結果 と も
一

致 し て い た ．

　 た だ し，側面姿勢群 の 特徴 に は，背面 の 前傾 と関連

が あ っ た前頭蓋底長 の 短 小 や ， 頸部 の 前傾 と 関連が

あ っ た 下垂体窩舌骨間距離の 短小 は含まれ て い な か っ

た．また頭蓋 が 下向きの F 群 に は，頸部 に 対す る頭蓋

の、ヒ向き と関連した 口 蓋 平面角 の 開大 が み られ た．さ

ら に，G 群に み られ た頭蓋底角の 開大 は姿勢角と有意

な相関 が な く，姿勢角 と顎顔面形態の 相関分析 の 結果

と必ずし も一
致 し て い な か っ た．

　頭蓋 を上 向き にす る と 口 唇圧 や 頬圧 が増大 し
26’27｝

，

舌骨上下筋群や咬筋，胸鎖乳突筋 の 活動が高 ま る こ と

が 知 られ て い る
28 ，．Solow ら

29 ）は，頭蓋 を 上 向 き に す る

と顔面 の 軟組織と頸部 の 筋膜 が 伸展 し，顔面骨格 に 加

わ る圧が変化 して 骨 の 添加，吸収に 影響 す る とい う軟

組織伸展説 を 唱 え て い る．彼 らの 説 に従 え ば，頭蓋 が

、．ヒ向き で 頸部，背面，体軸 が 前傾 した G 群 の 特徴 の う

ち オ トガ イ の 後 方 位 は，頭 蓋 の 上 向 き に よ っ て 舌骨 上

下筋群 が 伸展 さ れ，下 顎骨 が 後方 へ 索引 され るた め と
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解釈 され る．し か し，下顎骨体 の 短 小 や頭蓋底角，下

顎下縁平面角，下顎 角の 開大に つ い て は 説明 で き な い ．

　 G 群 の 顎顔 面 形態 に み ら れ た こ れ らの 特 徴 は，

Sassouni30）の 示 す 骨格型開咬 （skeletal 　open 　bite）の

特徴 に
…

致 し て い る．彼 に よれ ば，こ の 顔面骨格 を も

つ 者 で は 咬 筋 の 活 動 は 側 頭 筋 よ り低 く，咬合力 は 弱 く，

咀 嚼 筋 の 発 達 不 全 が あ る と い う．さ らに ，G 群 の 姿勢

が 対応 し て い た 円背 は ，発育期 の 習慣 的 な前屈姿 勢 に

よ る 脊柱 起 立 筋 の 発 達 不 全 が
一

因 と考 え ら れ て い

る
14 ＞．こ れ ら の こ と か ら ，

G 群 の 姿勢 と 顎顔面形態 に

は ， 脊柱起立筋 と咀嚼筋 の 発達不全 の 両方 が 関与 して

い た可能性 が 示唆 さ れ る．

　 3 ．今後 の 検討 に つ い て

　本研究で は，姿勢角を 用 い て 身体各部 の 姿勢 の 相互

関係 と全身 の 姿勢 の 特徴 を評価す る こ とが で き た．姿

勢角 の 計測 に 用 い た 基準点 の うち ， 腰椎前弯最陥凹 点

は肥満度に よ る影響を受 け る が，他 の 点 は そ の 影響 を

ほ とん ど受 け な い ．した が っ て こ の 方法 は，姿勢 の 客

観的，定量 的な評価法 と し て 有用 と思わ れ る．

　正 面姿勢 と顎顔面形態 の関連 に っ い て は，姿勢角 と

の 相関分析 の 結果 と姿勢群 の 特徴 とが 必ず しも
一

致 し

て い なか っ た，さ らに 側面姿勢 に お い て ，頭蓋 が 上 向

き で 頸部，背面、体軸が前傾した G 群 で は咬合力が弱

い と さ れ る骨格型 開咬の 顎顔面形態 を示 して お り，局

所 的 な 機能 や 習 癖 の 関与 に つ い て も合 わ せ て 検討す る

必 要が あ る と 考 え ら れ た ．

　本研究 で は，頭 蓋 の 傾斜 だ けで な く，頸 ，胴，体軸

の 傾 斜 も顎 顔 面 形 態 と関連 の あ る こ と が 確認 さ れ た ．

しか し，全身 の 姿勢が 顎顔面形態 に 作用す る 機構 に つ

い て は 不明で あ る．今後 は，こ れ ら の 因果関係 を解 明

す る と と も に ，そ の 結果 を矯正 治療 に 還元 して ，成長

期 の 不良姿勢に 対す る矯 正 訓練を 取 り入 れ る こ と も検

討 す る必要があ る と 思われ る．

　槁 を終 える に あた り，本研 究 の 機 会を与 えて い た だ き研

究 の 遂行に 終始懇篤な ご指導 をい た だ い た，鹿児島大学歯

学部歯科teliEl学講座伊藤学而教授 に 深甚 な る 感謝 の 意 を表

し ます．本研 究 に 対 して 貴 重 な示 唆 と暖 か い 励 ま しを い た

だ い た医 療技 術 短 期 大学 部 理学 療法学科森本典夫教授，な

ら び に 統計分析 に つ い て 多大な ご助言 をい た だい た情報処

理 セ ン ター川畑 訓 子 先生 ，理 学部 数 学 科宿 久 洋 先 生 に 感謝

の 意 を表 し ま す．最 後 に ，本研 究 の 遂行 に 多大 な ご協力 を

い た だ い た 教室員 の 方々 ，歯学部学生 諸兄に 厚 くお 礼申 し

上 げ ます ，

　本稿 の 要 旨は ，第 52回 日本 矯正 歯 科 学 会大 会 （ユ993年 11

月，鹿 児 島 市 ） に お い て 発 表 し た ，
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